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チーム医療における
コラボレーション

特集

転倒予防チームのなかで　井上靖悟，他

　転倒対策には活動性向上と転倒リスクの両視点からマネジメントすることが重要である．転倒予防チーム
は，委員会や患者担当者で構成するチームなどあらゆる場面に存在し，理学療法士はそれぞれのチームで専
門分野のみならず部門横断的に多職種で協働することが大切である．当院では多職種で転倒予防対策を行
うためのシステムを構築し運用している．また全スタッフが共通認識をもって行動できるよう積極的に教育
活動を実践している．

理学療法士が知っておくべきチーム医療の基本と組織運営　神戸晃男

　医療現場では以前からチーム医療が重視されているが，それを編成する職種はさまざまである．しかし，社
会環境の変遷に伴い国民の価値観も多様化しているため，医療現場では，患者満足度やQOLの向上をめざ
して組織を変革し，新たなチーム結成や見直しがされている．このような状況下では，リハビリテーション
部門における中堅および管理者のマネジメントや強いリーダーシップが必要であり，組織的な人材育成が急
務である．

高度急性期医療チームのなかで　對東俊介

　理学療法士は高度急性期医療チームの一員として，重症患者を“生活者”として捉える役割を有する．重
症患者の ADLの維持・改善・再獲得に多職種でかかわることで，QOL改善をめざしている．本稿では，高
度急性期医療における理学療法の目的と高度急性期医療において患者に生じる問題と対策について述べた
うえで，具体的な対策例や高度急性期医療チームとしてのコラボレーションのコツや工夫について紹介する．

　医療現場では，さまざまな専門職種がチームを組んで，経験や知識，技術を集約し，最も適した最新の治
療にあたるチーム医療が実践されている．チーム医療とは，同じ目標に向かって異なる専門職がその専門性
を発揮し，相互統制的な関係のなかで行動するコラボレーション（collaboration：連携，協働）である．本特
集では医療現場のさまざまなチームのなかで，理学療法士がよりよい協力関係でコラボレーションする実践
的な取り組みについて述べていただいた．
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栄養サポートチームのなかで　脇野昌司，他

　静脈経腸栄養ガイドラインにおいて栄養サポートチームは，栄養改善に加え，感染性合併症予防や入院期
間の短縮など種々の効果が認められており強く推奨されている．高齢の理学療法対象者は低栄養を呈してい
ることが多く，NSTを活用した適切な栄養管理に基づくサルコペニア評価を含めた運動負荷量の設定と多職
種協働による積極的かつシームレスな連携が理学療法士に求められている．

摂食・嚥下チームのなかで　戸渡敏之，他

　リハビリテーション医療において，摂食嚥下障害を有するケースに介入する機会は増加している．高齢化
に伴い病態は多様化・潜在化してきており，多職種と連携してアプローチすることが要求される．摂食・嚥
下チームに所属する理学療法士は，専門知識を活用し，多職種との相乗効果を最大限に還元したいという意
識をもつ必要がある．また嚥下に関する基礎知識の学習と協働スタッフに向けた情報の発信，良好なチーム
ワークの維持といった総合的な能力を高めていくことが重要となる．

呼吸ケアチームのなかで　鵜澤吉宏

　呼吸ケアチームは各部署からの代表者から構成され，各診療科への支援をする役割である．呼吸ケアチー
ム内の情報やリソース管理をすることでチーム内の共有認識を保つ必要がある．診療支援では各診療科の意
向を確認し，その役割に徹するかかわりをする．またチーム内でのメンバー間や各診療科とコラボレーショ
ンするためにはコミュニケーションが重要であり，院内で共通したツールを使用することで安心感を伴い実
施できる．

緩和ケアチームのなかで　村岡法彦

　緩和ケアチームにおける理学療法士の役割として，可能な限りのADLやQOLの維持向上を目的として専
門的知識や技能を患者・家族に提供する必要がある．また，リハビリテーション担当者への教育や啓蒙，他
職種との協働，緩和ケアチームへのコンサルテーションなど間接介入を行うことも求められている．本稿で
は教育的立場として間接介入した症例を通して緩和ケアチームのなかで果たすべき理学療法士の役割を紹
介する．

認知症ケアチームのなかで　安原千亜希

　認知症はさまざまな要因が絡み合って社会的に問題が生じるため，多角的視点でのアセスメントや多職種
によるチームアプローチが有効である．認知症を合併する身体疾患のリハビリテーションの機会が増えてお
り，理学療法士もかかわり方を考慮し，認知症ケアチームへ積極的に関与することが，機能回復や ADL向
上につながる．筆者の所属する大誠会内田病院における認知症ケアチームの実践を例に，連携の実際と理学
療法士の役割について紹介する．
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